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【手続補正書】
【提出日】平成21年5月8日(2009.5.8)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】特許請求の範囲
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】　　　
　　【請求項１】　ステビオールおよびイソステビオールから選択される物質を含んで成
る、非インシュリン依存性糖尿病および/または代謝症候群の治療のための医薬。
　　【請求項２】　物質がステビオールである請求項１に記載の医薬。
　　【請求項３】　物質がイソステビオールである請求項１に記載の医薬。
　　【請求項４】　物質が植物資源から単離される請求項１から３のいずれか一項に記載
の医薬。
　　【請求項５】　治療が血漿グルコース濃度に依存する請求項１から４のいずれか一項
に記載の医薬。
　　【請求項６】　治療が血漿グルコース濃度が上昇した状態でのみ応答する自己調節系
を提供する請求項５に記載の医薬。
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　　【請求項７】　血漿グルコース濃度が６ｍｍｏｌ／ｌより高い請求項５または６に記
載の医薬。
　　【請求項８】　治療が、非インシュリン依存性糖尿病患者の血漿グルコース濃度を正
常レベルに管理、制御、および調節する、請求項１から７のいずれか一項に記載の医薬。
　　【請求項９】　６ｍｍｏｌ／ｌより高い血漿グルコース濃度において、治療が、血漿
インシュリン濃度の上昇をもたらし、血漿グルコース濃度の即時の抑制を生じて、これを
正常レベルに保つ請求項１から８のいずれか一項に記載の医薬。
　　【請求項１０】　治療が、非インシュリン依存性糖尿病に冒された哺乳類におけるイ
ンシュリン分泌の刺激であって、該インシュリン分泌の刺激が６ｍｍｏｌ／ｌ又はそれよ
り高い血漿グルコース濃度の存在によって開始される請求項１から９のいずれか一項に記
載の医薬。
　　【請求項１１】　経口投与される請求項１から１０のいずれか一項に記載の医薬。
　　【請求項１２】　静脈内投与、皮下投与、または筋肉内投与される請求項１から１１
のいずれか一項に記載の医薬。
　　【請求項１３】　物質が、少なくとも１種の大豆タンパク質のみと組合わせて、また
は少なくとも１種のイソフラボンと組合わせて用いられる請求項１から１２のいずれか一
項に記載の医薬。
　　【請求項１４】　治療が代謝症候群の治癒治療または予防治療である請求項１３に記
載の医薬。
　　【請求項１５】　ステビオールおよびイソステビオールから選択される物質を含んで
成る、経口投与用医薬。
　　【請求項１６】　物質がイソステビオールである請求項１５に記載の医薬。
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